
丸井グループの健康経営は、1962年の丸井健康保険組

合の設立と共にスタートし、以来、57年間にわたって大き

な熱意を持って進められてきました。象徴的だったのが、

1970年に開設した丸井健保会館です。本社の近隣に建

てられた丸井健保会館は、人間ドックの機器や診療機能

を備えた最新式の施設でした。当時、私は小学生でした

が、本社よりもはるかに立派な健保会館を見てびっくりし

たのを覚えています。振り返ってみると、創業者は当時か

ら社員の健康に関して並々ならぬ熱意を持っていたことが

うかがえます。

　また、私が入社してからも、先代の社長は朝礼などの場

で、ことあるごとに健保で人間ドックを受診するように、と

いう話をしていました。なぜ、朝礼の最後に必ず健康の話

になるのか、不思議に思っていましたが、今から思うと、

経営トップが当たり前のように繰り返し健康の話をしてく

れたことが、現在の健保と会社との密接な連携や、人間

ドックの高い受診率などにつながっているのではないかと

思います。

　社員を家族のように考えて健康に力を入れてきた創業者

と、人間ドックを熱心に勧めてきた先代の社長によって、

当社では「健康経営」が企業文化として培われてきまし

た。そのようなわけで私が社長になった頃には、おかげさ

まで、メタボや生活習慣の改善といった「健康経営」の基

盤はほぼ整っていました。

　そこで、私たちはWHO（世界保健機関）の健康の定義

に沿って次のステップへと進むことにしました。WHOは

健康を次のように定義しています。「健康とは、病気でな

すべてのステークホルダーの「しあわせ」のために、

自分、社会、将来世代にとって意義のある仕事にチャレンジし、 

成長し続ける働き方を実現したい。
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業革命以来の資本主義の限界が次第に明らかになり、よ

りサステナブルな社会・経済への大転換が求められる時代

になってきたことで、私たちの仕事の在り方や仕事のアウ

トプットとして求められるものが、これまでとは大きく変わっ

てきたからです。

　これまでは、経済成長を大前提に、利益や規模の拡大

をめざし、そのために生産性を向上させたり、競争に打ち

勝つことが仕事の主な目的でした。しかし、これからは、

持続可能な社会、地球環境を実現するためにさまざまな

課題を解決し、すべてのステークホルダーの「しあわせ」を

実現することがビジネスの目的になってきます。そうしたビ

ジネスに求められるのは、「創造性」です。これまでのビ

ジネスの延長線上には答えのない、さまざまな社会課題に

答えを見出し、実現していくためのイノベーションは、創造

性から生まれるからです。

　では、どうしたらビジネスにおける創造性を高められる

でしょうか。そのために、私たちは一度立ち止まって、自分

にとって仕事とは何か、働くことの意味とは何か、というこ

とを考え直す必要があると思います。WorkとLifeを分けて

考える従来の仕事観や、「仕事は仕事」というある意味割

り切った考え方を見直して、自分の人生にとって大事なこ

と、子どもたちや社会にとって大事なことと自分の仕事を

結び付けて、やりがいのある仕事に自ら取り組んでいくこ

とが、私たちに勇気を与え、答えのない問いに答えるため

の創造性の源になると思います。

　自分、社会、将来世代にとって意義のある仕事にチャ

レンジし、成長し続けることで、すべてのステークホルダー

の「しあわせ」を実現する。そのような働き方をビジネスを

通じて実現することが、私たちが未来に向けて進めたい

「ウェルネス経営」です。

いとか、弱っていないということではなく、肉体的にも、精

神的にも、そして社会的にも、すべてが満たされた状態に

あることをいいます」。病気でない、弱っていないことが

健康経営の第一ステップだとすると「肉体的にも、精神的

にも、そして社会的にも、すべてが満たされた状態」とい

うのが私たちのめざすべき目標ではないかと考え、これに

チャレンジしたいと思ったのです。

　そこで、2016年に健康経営推進プロジェクトを発足

し、あわせて2014年に発足した健康推進部がサポートす

ることで、取り組みを開始しました。私たちの取り組みは、

熱意を持った社員が自ら手を挙げて参加するプロジェクト

活動を中心に進められています。プロジェクトメンバー 

が活動方針を決め、自ら企画した取り組みを各職場で 

実践するのです。こうした活動を健康推進部とCHOが全

面的にサポートします。そして、私たちにとって幸運だった

のは、小島先生という情熱的な産業医をお迎えできたこと

です。小島先生の健康経営にかける熱量とリーダーシップ

が、取り組みを大きく前進させる力になっています。おか

げさまで、私たちの取り組みは社外からも高い評価をいた

だき、2018年からは2年連続で「健康経営銘柄」にも選

ばれました。

　こうした評価や、これまでの取り組みを踏まえて、私た

ちはさらに先をめざすことにしました。それは、ビジネスを

通じた「しあわせ」の実現です。そのためには、もちろん

肉体的な健康や、働き方改革も大事ですが、一番大事な

のは「仕事」や「働くこと」についての私たちのマインド 

セットを変えることではないかと思います。というのも、産

未来に向けて進めたい「ウェルネス経営」
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